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防災研究は、これまで大きな成功を収めてきたにもかかわらず、多くの場合、「失敗」

という角度からその存在に光があてられるという特性をもっている（矢守（2008）の言

う「失敗科学」）。すなわち、防災研究における知識と技術の蓄積が、自然や人間によっ

て裏切られたときにこそ（たとえば、倒れるはずのない建物が倒れたときにこそ）、防災

研究はその社会的プレゼンスを高め、現実に、その活動（研究）が加速する。この意味

では、知識・技術の破綻、すなわち、「失敗」こそがこの領域を存立せしめているとすら

言える。その一方で、その社会的表れが何ごとかの成功（成就）という形式をとること

が多い他の研究領域とは対照的に、防災研究の成果はしばしば「埋没」する。 
岡田（2006）が提唱する防災の「埋没効果」は、「失敗科学」としての防災研究の特性

を非常によくとらえた概念である。岡田（2006）は、次のように指摘している。「ハード、

ソフトに関わらず防災対策の有効性がなかなか社会に実感として理解されず、ひいては

そのための投資が適切に進まない理由として、防災対策が功を奏しているために実際の

災害が発生していないという、いわば防災の『縁の下の力持ちの働き』が眼に見える形

で社会に提示されていないという点が挙げられる。これは防災対策整備がもたらすある

種のジレンマである。また地域社会や企業において災害軽減などの安全性向上への積極

的意味づけや、有効な説明責任が適切に果たせないことによる現存防災対策の有効性の

過小評価や将来への投資への動機付けの欠如につながっている」。 
 「埋没効果」の研究が、防災研究が「失敗科学」として社会の中に定位していること

を前提に構想されていることは明らかであろう。すなわち、「埋没効果」の研究には、今

日の日本社会は、防災研究の「失敗」とともに、その背後に埋没した無数の「成功」と

ともにあることを明示し、防災研究に対する社会的視線を「失敗」から「成功」へと転

換させる機能を有している。 
このことの意義は、「安全」（safety）に対する「安心」（security）という言葉の語源を

考えるとよくわかる。security は、ラテン語の se-（～から離れて）と cura（care：心配、

気遣い、不安）の合成であり、「心配がないこと」を意味する。ここで大事な点は、「な

ぜ心配がないのか」である。一言で言えば、それは自分の代わりに心配の種（災害）に

ついて気遣ってくれる存在（専門家）を想定できるからである。この意味で、埋没便益

とは、多くの人びとが放棄し専門家コミュニティに委託した careであり、埋没便益の可

視化とは行き過ぎた securityへのブレーキ操作だと位置づけることができよう。 
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